
批

評
・
紹

l介

旬
。
聞
岡
田
開
.
司
笹
山
岡
V
記
長
自
己

P
5
2骨

司

2H24司
2
1
W
2
1
(骨
島
・
〉

同
ヨ
』

gwqas~vza恒三
w同
な
吉
『
嗣
言
、

n
E
a
a・4

。Z
富
市
民

同
時
、

H
h
E
t
a
a
q
F宮内
H
M匂
』
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p国

ι
白骨

N

北

稔
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本
書
の
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
線
編
集
者

(
F
E
M
E
r
と

り

g
u

斗
耳
芯

nrsc
の
「
前
言
」
に
よ
れ
ば
、
の
お
吉
守
、
一
丘
一
h
G
同
な
同
。
、
句
。
L

『
円
り
と
お
お

は
全
六
巻
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
一
九
六
六
年
に
出
版
が
計
鐙
さ
れ
た
。
し
か
し

そ
の
後
の
中
園
研
究
の
設
展
に
鑑
み
シ
リ
ー
ズ
は
全
十
五
各
に
抜
大
さ
れ
、
し

か
も
文
祭
史
、
豪
術
史
、
個
別
の
経
済
・
技
術
史
、
お
よ
び
地
方
史
な
ど
は
含

ま
れ
な
い
。
ま
た
本
書
の
第
一
章
で
あ
る
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ら
に
よ
る
「
序
説
L

に
よ
る
と
、
全
十
五
径
の
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
、
第
十
各
か
ら
第
十
三
巻
ま
で

が
、
一
八
O
O年
か
ら
一
九
四
九
年
ま
で
の
一
五

O
年
聞
を
カ
バ
ー
し
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
第
十
三
巻
で
あ
る
本
書
は
、
い
わ
ゆ
る
近
代
史
部
分
の
締
め
く

く
り
に
あ
た
る
。

本
書
の
構
成
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
章
は
序
章
で
あ
り
、一

八
O
O年
か
ら
一
九
四
九
年
ま
で
の
中
園
近
代
史
が
概
説
さ
れ
る
。
(i
〉愛
化

と
連
続
、

(
E
)経
済
の
生
長
と
繁
化
、
(
国
)
社
曾
構
造
の
鑓
化
、
ハ
W
)革
命
過

程
の
園
家
と
社
曾
、
こ
の
四
つ
の
部
分
に
わ
か
れ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
部

分
が
い
く
つ
か
の
項
目
に
わ
か
れ
て
叙
述
さ
れ
る
。
こ
の
あ
と
第
二
番
早
か
ら
第

十
四
章
に
お
い
て
近
代
史
の
各
分
野
が
叙
述
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
各
章
ご
と
に

つ
い
て
の
文
献
解
題
を
行
う
「
文
献
解
題
論
文
」
が
最
後
に
配
ん
置
さ
れ
て
い

る
。
各
章
の
紹
介
に
は
い
る
ま
え
に
、
本
書
全
健
を
貫
く
編
集
方
針
を
の
ベ
て

お
く
。本

書
の
編
集
者
で
あ
る
フ
ェ
ア
パ
ン
ク
と
フ
ォ
イ
ア
ワ
l
ヵ
ー
に
よ
る
「
第

十
三
巻
へ
の
序
文
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
専
門
家
向
け
の
部
分
と
非
専
門
家
向

け
の
部
分
か
ら
な
る
。
す
な
わ
ち
巻
末
に
お
か
れ
た
文
献
一
質
表
と
語
禁
解
説

お
よ
び
文
献
解
題
論
文
は
専
門
家
向
け
。
一
方
、
本
文
と
索
引
は
非
専
門
家
向

け
だ
と
い
う
。
し
か
し
本
文
に
は
詳
し
い
脚
註
が
附
い
て
お
り
、
ま
た
語
禁
解

題
と
索
引
が
一
ま
と
め
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
る
よ
う
に
、
専
門
家
に
も

非
専
門
家
に
も
譲
み
ご
た
え
の
あ
る
よ
う
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。
巻
頭
に
は
本

文
中
に
出
現
す
る
十
九
枚
の
地
園
と
一
一
一
一
の
園
表
の
リ
ス
ト
が
一
括
し
て
一
示
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
甚
だ
便
利
ぞ
あ
る
。
地
図
と
図
表
だ
け
を
、
必
要
に
臨
応
じ

て
た
だ
ち
に
利
用
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
中
園
耳
目
の
ロ
マ
ナ
イ
ズ
は
併
一
昌
一
日
字
母

で
は
な
く
ウ
ェ

l
ド
式
に
よ
る
が
、
こ
れ
は
聞
書
館
の
カ
タ
ロ
グ
が
ウ
ェ

I
ド

式
に
よ
り
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
い
う
純
技
術
的
理
由
に
よ
る
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
各
末
に
は
ウ
ェ

l
ド
式
と
併
一
耳
目
字
母
と
の
封
照
表
が
附
い
て
お

り
、
索
引
中
に
も
表
記
上
の
穎
著
な
相
違
に
つ
い
て
は
、
雨
者
の
針
照
例
が
一
亦

さ
れ
て
い
る
。

さ
て
本
文
で
あ
る
が
、
内
容
を
基
準
に
し
て
大
き
く
三
つ
の
部
分
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
第
一
部
を
構
成
す
る
第
二
、
第
三
、
第
四
の
各
章
で
は
、
一

九
一
一
年
か
ら
=
=
年
ま
で
の
中
園
を
め
ぐ
る
園
際
関
係
、
お
よ
び
一
九
二
七

年
か
ら
三
七
年
ま
で
の
園
民
政
府
と
中
園
共
産
黛
の
そ
れ
ぞ
れ
の
動
向
が
叙
述

さ
れ
る
。
各
章
の
表
題
と
執
筆
者
な
ら
び
に
叙
述
さ
れ
る
項
目
は
つ
ぎ
の
と
お

-133ー
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り

中
園
の
園
際
関
係
|
|
一
九
一
一
年
か
ら
一
九
一
一
一
一
年

青
山
皐
院
大
祭
数
綬
衛
藤
滞
士
ロ

東
ア
ジ
ア
地
域
秩
序
と
し
て
の
清
一
帝
園
の
衰
退
と

四

〔
背
景
説
明
〕

樹
渡

満
洲
に
お
け
る
日
本
勢
力
の
建
頭

日
本
の
一
一
一
筒
篠
要
求

日
本
の
影
響
と
第
一
次
大
戦
へ
の
中
園
の
参
戦

ワ
シ
ン
ト
ン
禽
議
と
中
園

モ
ス
ク
ワ
に
よ
る
中
園
へ
の
二
つ
の
接
近

中
園
の
園
民
革
命
と
列
強

南
京
時
期
の
園
民
黛
中
園
|
|
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
三
七
年

イ
リ
ノ
イ
大
皐
数
授
ロ
イ
ド
・
イ
ー
ス
ト
マ
ン

最
初
の
権
力
統
一

各
省
で
の
抗
争

勝
介
石
の
政
治
的
優
位
に
寄
興
し
た
要
因

南
京
慢
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
‘
構
造
、
機
能

園
民
栄
の
滋
閥

閣
民
黛
檀
制
の
成
果

中
園
の
新
し
い
空
気
|
一
九
三
六
年
か
ら
三
七
年

南
京
時
期
の
園
民
黛
統
治
の
評
債

共
産
主
義
運
動
|
|
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
三
七
年

ヨ
l
p
大
準
教
授
ジ
エ
ロ
l
ム
・
チ
ェ
ン

再
建
と
黛
の
指
導
性

階
級
構
成

大
衆
路
線

分
渡
主
義
と
離
黛

地
方
ソ
ビ
エ
ト
の
樹
立

一
九
二
七
年
の
蜂
起

線
接
地
の
必
要
性

富
農
問
題

査
団
運
動

紅
軍

戦
略
の
探
究

李
立
三
路
線

王
明
の

J

一
つ
の
路
線
。

ソ
ビ
エ
ト
の
厨
漉

蒋
介
石
の
第
五
次
作
戦

長
征

張
図
煮
の
離
脱

。
白
医
。
で
の
工
作

劉
少
奇

第
二
衣
合
作
へ
の
準
備

西
安
事
件

-134ー

こ
こ
に
あ
げ
た
三
名
の
執
筆
者
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
代
表
的
研
究

者
で
あ
る
こ
と
は
言
を
倹
た
な
い
。
い
ず
れ
も
最
新
の
資
料
と
深
い
皐
裁
に
も

と
づ
く
論
述
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
本
書
の
第
二
部
を
構
成
す
る
第
五
、
六
、
七
、
八
、
九
章
を
概
観
し



て
み
る
。
こ
れ
ら
の
各
章
で
は
、
中
園
社
舎
の
主
要
側
面
す
な
わ
ち
経
済
・
枇

倉
・
政
府
・
教
育
・
文
皐
動
向
な
ど
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
上
の
成
果
や
問
題

黙
を
吟
味
し
な
が
ら
叙
述
さ
れ
る
。
各
章
の
表
題
と
執
筆
者
な
ら
び
に
叙
述
さ

れ
る
項
目
は
以
下
の
と
お
り
。

五

土
地
制
度

ー』ノ、

フ
l
パ
l
研
究
所

土
地
問
題
の
諸
側
面

生
産
市
場
と
仲
買
市
場

村
落
と
家
族

地
方
エ
リ
ー
ト

分
割
相
績

家
と
枚
入

家
と
家
の
協
同
作
業
の
形
式

農
業
の
一
商
業
化

事
業
化
の
増
大

地
域
経
済
の
出
現

農
業
危
機

明
確
に
さ
れ
た
危
機

一
九
二

0
年
代

南
京
時
期

戦
時
期

農
民
運
動パ

旦
高
等
社
倉
科
鼠
平
院
教
授
ル
シ
ィ
ア
ン
・
ピ
ア
ン
コ

ハ
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ロ
イ
ド
誇
)

レ
イ
モ
ン
・
マ
イ
ヤ
l
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七

地
代
と
税
金
に
制
到
す
る
抵
抗
の
愛
生

小
作
人
と
地
主
の
闘
争

抗
税
争
議

阿
片
税
へ
の
抵
抗

農
民
争
議
の
渡
生
。
そ
の
類
型
と
特
徴

地
代
と
税
金
に
関
連
し
な
い
騒
動
と
そ
の
類
型

特
徴

郵
貯
涛
と
海
陸
皇
の
農
民
〈
一
九
二
二
年
|
二
八
年
)

他
の
地
域
の
朕
況
と
そ
の
後
の
展
開

地
方
政
府
の
凌
展ノ

I
パ
l
ド
大
皐
教
授
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ク
I
γ

地
方
政
府
に
お
け
る
エ
リ
ー
ト
の
役
割

諮
議
局
と

多新
政
e

地
域
値
制

山
西
計
董

地
方
行
政
に
制
到
す
る
南
京
政
府
の
初
期
の
政
策

地
方
政
府
の
官
僚
化

地
方
再
建
運
動

政
治
参
加
と
官
僚
制
。
そ
の
歴
史
過
程

畢
術
園
陸
の
成
長
|
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
四
九
年

ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
大
皐
教
授
エ
ト
ゥ
・
ゼ
ン
・
ス

1
ン

(
孫
任
、
以
都
は
ミ
ド
ル
・
ネ
l
ム
か
0
・)

近
代
的
組
織
の
出
現
|
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
二
八
年

人
材
。
海
外
で
訓
練
を
う
け
た
エ
リ
ー
ト

大
皐
。
組
織
の
創
立

-135ー

i¥ 



562 

九

科
皐
と
研
究
に
お
け
る
初
期
の
主
導
性
に

基
金
の
提
供
と
ア
メ
リ
カ
の
影
響
。
「
精
華
」

南
京
政
府
時
期
の
高
等
数
育
と
園
家
建
設

中
央
政
府
の
指
導

高
等
研
究

研
究
へ
の
助
成

戦
争
と
職
後
の
努
化
|
|
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四
九
年

戟
時
の
高
等
教
育
と
研
究

戦
後
の
襲
化

文
間
学
動
向
。
革
命
へ
の
道
|
|
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
三
七
年

シ

カ

ゴ

大

祭

数

授

李

欧

三
十
年
代
文
皐
|
一
九
二
七
年
か
ら
三
七
年

文
製
革
命
か
ら
革
命
文
間
四
千
へ

左
賞
作
家
連
盟
と
文
暴
論
争

前
奏
。
魯
迅
削
到

『新
月
』

。民
族
主
義
文
民
ア

の
場
合

4

自
由
人
。
と

。第
三
種
人
e

の
場
合

長
室
問
。
と

4

ロ
ー
マ
字
化
'
〆
に
つ
い
て
の
論
争

4

二
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
ク
の
闘
い

文
患
の
創
造
性
と
祉
曾
的
危
機

雑
文

小
説

本
寸演

劇

戦
争
と
革
命

。
民
族
的
抵
抗
。
の
武
勇
談

。
愛
園
者
の
血
多
の
文
皐

延
安
文
萎
座
談
舎

延
安
文
摩

革
命
前
夜
|
|
一
九
四
五
年
か
ら
四
九
年

以
上
、
本
書
の
第
一
部
と
第
二
部
に
相
賞
す
る
九
つ
の
章
を
概
観
し
た
が
、

つ
ぎ
に
第
三
部
に
相
嘗
す
る
第
十
、
十
て
十
二
、
十
三
、
十
四
の
各
章
に
つ

い
て
述
べ
る
。

第
三
部
の
う
ち
、
第
十
重
か
ら
十
三
章
ま
で
は
蓮
績
し
た
内
容
を
も
っ
。
す

な
わ
ち
一
九
=
二
年
の
世
間
洲
事
第
に
は
じ
ま
り
、
一
九
四
五
年
の
第
二
次
大
戦

の
終
了
ま
で
績
く
日
本
の
中
園
侵
略
と
、
こ
れ
に
封
す
る
中
園
側
の
抵
抗
が
軸

と
な
っ
て
叙
述
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
し
て
四
六
年
か
ら
四
九
年
ま
で
の
図
共
内

戦
へ
と
連
績
す
る
。
と
く
に
第
十
一
章
か
ら
十
三
章
に
お
い
て
は
、
地
図
や
図

表
が
適
切
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
情
況
の
推
移
が
簡
明
に
記
述
さ

れ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、

第
三
部
を
構
成
す
る
各
章
の
表
題

と
節
な
ら
び
に
項
目
を
紹
介
し
て
お
く
。

焚

-136ー

十
日
本
の
侵
略
と
中
園
の
園
際
的
位
置
l
|
a
一
九
一
一
一
一
年
か
ら
一
九
四

九
年

シ
カ
ゴ
大
皐
数
授

世
界
経
済
恐
慌
1
11
二
義
的
な
中
園
の
存
在

満
洲
事
努
|
|
日
本
の
修
正
さ
れ
た
軍
国
主
義
、

か
ら
一
九
三
二
年

園
際
主
義
の
厨
媛

入
江

昭

一
九
一
一
一
一
年
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十

日
本
に
よ
る
地
域
内
協
力
獲
得
へ
の
試
み
、

一
九
三
七
年

日
中
戦
争
中
の
世
界
の
勢
力
動
向
、
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四

一
年

第
二
次
大
験
中
の
中
園
と
日
本

大
戦
後
の
中
閣
の
後
退

日
中
戦
争
中
の
園
民
黛
中
園
|
|
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四
五
年

イ
リ
ノ
イ
大
皐
激
授
ロ
イ
ド
・
イ
ー
ス
ト
マ
ン

初
期
の
作
戦
と
戟
略
|
|
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
三
九
年

中
国
の
戟
争
動
員

悪
化

l
l
a
一
九
一
一
一
九
年
か
ら
四
五
年
の
軍
事

外
園
の
軍
事
援
助

日
本
の
一
競
作
戟

イ
ン
フ

レ
の
激
化
、
工
業
部
門

政
治
の
衰
弱

日
中
戦
争
中
の
中
閣
の
共
産
主
義
運
動
、
一
九
三
七
年
か
ら
一
九

四
五
年

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
準
教
授
ラ
イ
マ
ン
・
ヴ
ア
ン
・
ス
ラ
イ
ダ

ー
戦
時
初
期
、
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
三
八
年

閣
民
漢
に
制
到
す
る
態
度
。
統
一
戦
線

軍
事
戟
略
と
戟
術

指
導
者
と
指
導
性

日
本
の
侵
入
と
中
園
の
最
初
の
針
態

根
接
地
の
形
成

根
接
地
の
形
成
過
程

一
九
三
三
年
か
ら

十

E

中
関
期
、
一
九
三
九
年
か
ら
一
九
四
三
年

新
四
軍
事
件

日
本
の
占
領
強
化
策

北
中
園
で
の
占
領
強
化

百
園
舎
戦
、
お
よ
び
そ
の
後
の
掃
討
作
戦
ハ
一
九
四
一
年

か
ら
一
九
四
三
年
〉

中
部
中
園
で
の
日
本
の
占
領
強
化

共
産
黛
の
劉
慮
。
生
き
残
り
と
新
政
策

侠
甘
寧
に
お
け
る
新
政
策

日
本
占
領
地
域
で
の
新
政
策

E

戟
争
末
期

l
l
一
九
四
四
年
か
ら
一
九
四
五
年

一
競
作
戦
と
そ
の
結
果

政
治
的
お
よ
び
軍
事
的
按
張

合
衆
園
と
中
園
の
共
産
主
義
者

第
七
回
大
舎

中
園
の
共
産
主
義
者
と
ソ
連

展
望

十
三
園
民
篤
と
共
産
篤
の
闘
争
|
|
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
九
年

ユ
ニ
パ
シ
ィ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(
香
港
)
ス
ザ
ン
ヌ
・
ベ

パ
l

交
渉
と
ア
メ
リ
カ
の
介
入

ハ

l
レ
イ
使
節
圏
1

1
一
九
四
四
年
か
ら
一
九
四
五
年

マ
ー
シ
ャ
ル
使
節
画
|
|
一
九
四
六
年

園
民
黛
統
治
の
衰
退

日
本
人
か
ら
の
接
牧

経
済
的
無
能
力
1
ー
イ

ン
フ
レ
政
策
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一
九
四
七
年
か
ら
四
八
年
の
緊
急
改
革

政
治
的
無
能
力
|
|
和
卒
運
動
へ
の
謀
っ
た
慮
理

共
産
黛
勢
力
の
成
長

一
九
四
六
年
か
ら
四
九
年
の
内
戦

第
一
年
目
、
一
九
四
六
年
か
ら
四
七
年
|
|
撤
退

第
二
年
目
、
一
九
四
七
年
か
ら
四
八
年
|
|
反
撃

第
三
年
目
、
一
九
四
八
年
か
ら
四
九
年
|
|
勝
利

園
民
政
府
の
彩
駕
と
ア
メ
リ
カ
の
政
策
の
失
敗

一
九
四
九
年
ま
で
の
毛
津
東
の
思
想

ロ
ン
ド
ン
大
準
教
授
ス
テ
ュ
ア
l
ト
・
シ
み
ラ
ム

皐
生
運
動
か
ら
農
民
運
動
へ
、
一
九
一
七
年
か
ら
一
九
二
七
年

燥
、
軍
隊
そ
し
て
大
衆
、
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
三
七
年

民
族
的
矛
盾
と
社
禽
的
矛
盾
、
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四

O
年

毛
津
東
の
思
想
の
勝
利
、
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
九
年

結
論
|
|
人
民
民
主
的
な
近
代
的
濁
裁
?

十
四

以
上
、
思
に
項
目
を
羅
列
し
た
だ
け
で
あ
る
が
、
お
気
づ
き
の
よ
う
に
本
書

は
あ
き
ら
か
に
項
目
別
の
歴
史
事
典
の
性
格
を
も
つ
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い

る
。
文
献
解
題
も
行
う
詳
し
い
脚
註
と
合
せ
て
讃
む
と
な
お
さ
ら
そ
の
感
を
強

く
す
る
。
巻
頭
に
は
各
章
の
表
題
と
そ
の
下
の
分
類
レ
ベ
ル
で
あ
る
節
の
題
目

が
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
節
の
中
の
小
項
目
は
バ
ラ
バ
ラ
と
め
く
る
だ
け
で
自
に

つ
く
よ
う
本
文
中
に
イ
タ
リ
ッ
ク
で
表
示
さ
れ
、
全
鐙
と
し
て
一
目
で
内
容
が

わ
か
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
各
章
の
内
容
の
紹
介
に
つ
い
て
で
あ
る
が
本
書
は
膨
大
な
書
物
で
あ

り
、
各
章
の
す
べ
て
に
わ
た
り
詳
し
く
コ
メ
ン
ト
す
る
の
は
紙
面
の
都
合
か
ら

も
不
可
能
で
あ
る
。
あ
え
て
、
第
三
草
の
「
南
京
時
期
の
園
民
黛
中
園
|
|
一

九
二
七
年
か
ら
一
九
三
七
年
」
と
、
第
十
四
章
「
一
九
四
九
年
ま
で
の
毛
津
東

の
思
想
」
の
二
論
文
に
焦
黙
を
絞
り
た
い
。
蒋
介
石
を
桂
と
す
る
闘
民
業
の
南

京
園
民
政
府
と
、
毛
津
東
を
柱
と
す
る
共
産
黛
の
ソ
ビ
エ
ト
政
権
は
、
中
園
近

代
史
の
流
れ
を
決
定
し
た
二
大
存
在
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
第
三
重
が
歴
史
準
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
第
十
四
章

が
政
治
準
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
の
も
つ
ス
タ
イ

ル
上
の
特
色
も
選
揮
の
理
由
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
個
人
的
な
興
味
か
ら
の
み
い

え
ば
、
私
が
つ
よ
く
ひ
か
れ
た
の
は
第
八
章
「
皐
術
圏
僅
の
成
長
1

1
・
一
九
一

二
年
か
ら
一
九
四
九
年
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
教
育
や
皐
術
の
問
題
が
、
多
く

の
研
究
書
や
資
料
を
巌
使
し
て
大
獲
に
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
私
に

と
っ
て
は
待
望
の
一
文
で
あ
っ
た
。
私
は
政
治
史
を
研
究
し
て
お
り
、
数
育
史

を
研
究
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
清
末
以
降
の
中
園
の
政
治
獲
動
を
考
え

る
に
は
、
数
育
と
皐
術
の
情
況
に
つ
い
て
の
的
確
な
把
握
が
不
可
紋
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
数
育
と
皐
術
の
分
野
は
、
政
治
端
皮
革
の
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
た
ち
を
生

み
だ
す
母
僅
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
、
受
動
の
結
果
と
し
て
成
立
し
た
新
鐙
制

を
支
え
る
エ
リ
ー
ト
を
生
み
出
す
母
慢
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
四
九
年
の
中

華
人
民
共
和
園
成
立
後
に
、
今
な
お
未
解
決
で
あ
る
知
識
人
問
題
を
生
み
だ
す

こ
と
に
な
る
母
陸
と
も
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
第
三
章
「
南
京
時
期
の
園
民
黛
中
園
|
|
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
一
一
一

七
年
」
を
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。

南
京
の
園
民
政
府
を
正
嘗
に
許
債
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
近
代
史
研
究
の
分

野
で
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
メ
リ
ク
セ
ト
フ
の
「
中
園
に
お
け

る
官
僚
資
本
(
一
九
二
七
年
|
|
一
九
三
七
年
の
園
民
黛
経
済
政
策
と
園
家
資

本
主
義
の
愛
展
)
」
〔
ソ
連
科
皐
ア
カ
デ
ミ
ー
、
一
九
七
二
年
。
邦
議
は
中
嶋
太
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一
語
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
所
内
資
料
、
昭
和
五

O
年
〕
を
鳴
矢
と
す
る
。

以
来
十
六
年
、
南
京
圏
民
政
府
時
期
の
各
分
野
の
研
究
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
経
済
分
野
に
か
ん
す
る
研
究
が
一
つ
の
大
き
な
佐
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
八

O
年
に
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
皐
出
版
か
ら
司
白

H
E
玄
・
の
。

rz
の
吋
宮

包

sshEt
の
お
、
た
と
な
な

S
札

Hr
弓
ミ
芯
き
と

a
c
s
q遺
言
a
p

巳
ミ

|
沼
気
が
出
た
。
日
本
で
も
一
九
八
一
年
に
東
大
出
版
曾
か
ら
、
野
津
豊
編

『
中
園
の
幣
制
改
革
と
園
際
関
係
』
が
出
て
、
南
京
園
民
政
府
の
経
済
政
策
が

個
別
の
テ
l
マ
ご
と
に
詳
し
く
論
究
さ
れ
た
。

著
者
は
諸
分
野
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
、
相
到
象
を
き
わ

め
て
要
領
よ
く
解
説
し
て
い
る
。

著
者
も
い
う
よ
う
に
こ
四
七
頁
可
南
京
圏
民
政
府
に
封
す
る
許
債
は
二

分
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
全
面
的
肯
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
南
京
圏
民
政
府
は

中
園
の
護
展
の
た
め
に
健
全
で
強
力
な
基
礎
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
た
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
全
面
的
否
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
南
京
園
民
政
府

の
指
導
者
た
ち
は
直
面
す
る
問
題
を
理
解
せ
ず
、
正
し
い
政
治
経
済
政
策
を
途

行
で
き
ず
、
そ
の
陸
制
は
腐
敗
し
て
無
力
で
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
著

者
の
立
場
は
全
面
的
否
定
で
は
な
く
、
南
京
圏
民
政
府
に
何
ら
か
の
積
極
的
意

味
を
み
い
だ
そ
う
と
も
し
て
い
る
。
南
京
圏
民
政
府
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
光

を
あ
て
て
問
題
提
起
を
行
い
、
そ
の
上
で
否
定
的
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

論
文
全
僅
を
貫
い
て
い
る
著
者
の
観
黙
は
、
南
京
政
府
は
軍
事
力
を
基
盤
に

成
立
し
て
い
た
軍
事
濁
裁
政
様
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
観

貼
を
種
々
の
側
面
か
ら
論
査
し
よ
う
と
す
る
。
例
え
ば
一
二
四
頁
で
は
園
民
黛

と
寧
の
関
係
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
孫
文
の
生
前
に
は
黛
↓
政
↓

軍
と
い
う
上
下
の
関
係
が
あ
り
黛
が
軍
の
優
位
に
た
っ
て
い
た
。
し
か
し
一
九

二
九
年
頃
か
ら
こ
の
関
係
は
逆
縛
し
、
一
九
三
五
年
に
は
園
民
黛
の
中
央
執
行

委
員
曾
の
円
相
%
は
軍
人
で
あ
っ
た
と
。
そ
し
て
こ
の
事
寅
を
、
南
京
政
権
の
軍

事
濁
裁
鐙
質
の
詮
左
と
す
る
。
し
か
し
軍
人
が
前
面
に
出
て
く
る
と
い
う
紋
況

は
圏
内
の
軍
事
針
立
の
反
映
で
あ
り
、
南
京
園
民
政
府
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。

南
京
圏
民
政
府
に
封
抗
し
た
農
村
根
接
地
の
共
産
禁
勢
力
も
、
蛍
時
は
本
質

的
に
は
軍
事
政
様
で
あ
り
、
共
産
黛
は
紅
軍
に
寄
生
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
た
し
か
に
共
産
黛
は
、
黛
が
軍
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の

軍
事
委
員
禽
と
軍
隊
内
の
政
治
委
員
ハ
コ
ミ
ッ
サ
l
ル
)
制
度
を
保
全
し
、
一

九
二
九
年
の
「
古
田
舎
議
決
議
」
に
よ
り
、
黛
の
軍
に
制
到
す
る
優
位
を
確
認
し

て
い
た
。
し
か
し
共
産
黛
政
権
の
存
績
に
と
り
軍
事
が
主
要
な
-要
素
で
あ
り
、

紅
軍
が
決
定
的
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
な
事
寅
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
政
権
の
性
格
は
、
軍
に
足
場
の
な
い
人
聞
は
員
の
櫨
力
を
維

持
で
き
な
い
と
い
う
今
日
の
中
園
共
産
黛
内
の
現
貧
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
。

そ
し
て
毛
津
東
個
人
あ
る
い
は
個
々
の
軍
事
指
導
者
へ
の
忠
誠
と
、
俸
統
的
な

農
民
の
卒
均
主
義
的
思
想
が
紅
軍
の
精
紳
的
紐
帯
で
あ
っ
た
。

し
か
し
共
産
黛
の
場
合
は
、
ポ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
流
の
黛
↓
政
↓
軍
と
い
う
指

導
系
統
を
理
念
と
形
式
に
お
い
て
あ
く
ま
で
維
持
す
る
こ
と
が
、
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
直
属
の
世
界
共
産
主
義
運
動
の
猪
い
手
と
し
て
認
め
ら
れ
る
不
可
鉄
の
僚
件

で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
か
ら
も
南
京
政
府
か
ら
も
、
紅

軍
の
活
動
は
単
な
る
匠
威
的
な
遊
撃
行
動
に
す
ぎ
ぬ
と
そ
し
ら
れ
て
も
掛
川
解
の

品
跡
地
は
な
か
っ
た
。
貧
質
は
と
も
あ
れ
黛
に
よ
る
軍
の
指
導
と
い
う
形
式
を
厳

格
に
維
持
す
る
こ
と
が
、
政
治
主
張
を
有
す
る
自
売
し
た
集
園
と
し
て
の
鐙
面

の
維
持
と
、
表
裏
一
慢
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
比
べ
園
民
黛
側
に
、
む
き
出
し
の
軍
事
政
権
的
性
格
が
よ
り
強
く
み

ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
園
民
黛
が
園
共
分
裂
後
に
、
共
産
禁
色
を
一
掃
す
る
目
的
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で
、
図
共
合
作
後
に
導
入
し
て
い
た
コ
ミ
ッ
サ
1
ル
制
度
を
慶
止
じ
た
こ
と

(
一
九
三
二
年
に
は
復
活

I
l
-
-
一
一
一
一
頁
、
註
ロ
、
軍
事
委
員
曾
制
度
は

一
貫

し
て
存
織
し
た
〉
、
諸
軍
閥
を
懐
柔
す
る
さ
い
い園
民
黛
に
入
黛
さ
せ
る
こ
と
が

懐
柔
成
功
の
設
し
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
指
導
者
の
蒋
介

石
が
軍
人
で
あ
っ
た
と
い
う
事
賞
も
考
慮
七
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

著
者
の
い
う
孫
女
生
前
の
〔
園
共
合
作
中
〕
の
園
民
集
の
場
合
を
考
え
て
み

る
f
嘗
時
、
孫
文
は
一
九
二
三
年
以
来
庚
東
省
中
央
部
に
軍
政
府
を
組
織
し
て

い
た
。
そ
し
て
自
ら
は
大
元
帥
と
し
て
形
式
的
に
は
諸
軍
関
を
統
率
し
て
い

た
。
し
か
し
こ
の
政
権
〔
軍
政
府
、
二
五
年
六
月
ま
で
存
繍
〕
が
軍
事
猫
裁
政

権
で
あ
り
、
し
か
も
貧
権
は
孫
文
に
は
な
く
、
楊
希
関
や
劉
震
安
ら
の
軍
閥
に

牛
耳
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
な
事
責
で
あ
る
〔
拙
稿
「
第
一
次
薗
共
合
作
の

展
開
に
つ
い
て
」
参
照
(
『
史
林
』
六
六
巻
四
鋭
、
昭
和
五
八
年
七
月
)
〕
。
著

者
の
い
う
黛
↓
政
↓
軍
な
ど
と
い
う
上
下
の
系
統
が
機
能
し
て
い
た
と
は
思
え

な
い
。
た
し
か
に
一
九
二
四
年
の
薗
共
合
作
に
よ
り
圏
民
黛
に
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ

キ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
、
蒋
介
石
の
率
い
る
園
民
黛
直
属
の
軍
隊
(
共
産
熊
の

紅
軍
に
相
嘗
〉
で
あ
る
、
貰
捕
軍
校
を
基
礎
と
す
る
部
隊
が
出
現
す
る
。
そ
し

て
嘗
初
は
こ
の
部
隊
で
の
み
、
策
に
よ
る
軍
の
指
導
を
目
的
と
す
る
コ
ミ
ッ
サ

l
ル
組
織
が
存
在
し
た
。
し
か
し
こ
の
場
合
も
、
軍
人
が
い
わ
ゆ
る
「
黛
性
」

(
す
べ
て
の
指
導
を
黛
に
集
中
さ
せ
る
と
い
う
概
念
。
の
ち
に
共
産
黛
内
で
黛

の
指
導
を
つ
よ
め
る
さ
い
に
確
立
し
た
用
語
と
し
て
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
)
を
持
つ
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
コ
ミ
ッ
サ
l
ル
の
多
く
は
、
黄

埼
軍
校
の
卒
業
生
を
含
む
軍
人
が
任
命
さ
れ
た
。
黛
の
指
導
は
あ
く
ま
で
理
念

で
あ
り
、
形
式
で
あ
っ
た
。

紙
面
の
都
合
で
こ
れ
以
上
の
検
討
は
控
え
る
が
、
こ
の
問
題
は
中
園
近
代
史

の
軍
事
的
性
格
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
お
り
、
大
い
に
議
論
す
べ
き
こ
と

で
あ
る
。
著
者
は
い
う
〈
一
一
一
一
六

l
七
頁
〉
、
園
民
業
は
組
織
機
構
を
有
し
た

が
こ
れ
を
超
越
し
て
い
た
蒋
介
石
個
人
が
権
力
の
源
で
あ
り
、
軍
の
み
が
突
出

し
て
い
た
集
圏
で
あ
っ
た
と
。
し
か
し
蒋
介
石
は
個
人
的
決
定
に
封
し
表
面
上

は
黛
決
定
と
い
う
髄
裁
を
輿
え
た
。
こ
れ
に
よ
り
燃
は
黛
と
し
て
存
績
で
き
る

篠
件
を
輿
え
ら
れ
た
の
だ
と
。
こ
の
議
論
は
園
民
禁
を
共
産
黛
で
お
き
か
え
、

軍
の
笑
出
に
程
度
の
差
を
留
保
さ
せ
、
個
人
と
黛
の
関
係
に
つ
い
て
蒋
介
石
を

毛
津
東
で
お
き
か
え
て
も
成
立
す
る
議
論
で
は
あ
る
ま
い
か
。

著
者
が
南
京
園
民
政
府
に
制
到
し
多
く
の
側
面
か
ら
光
を
あ
て
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
。
第
一
節
。
最
初
の
権
力
統
一
9

で
は
、
蒋
介
石
の

活
動
、

。
こ
れ
に
封
抗
す
る
李
宗
仁
、
白
崇
語
ら
の
庚
西
波
の
動
き
、
い
わ
ゆ
る

園
民
黛
左
汲
で
あ
る
陳
公
博
ら
を
中
心
と
す
る
改
組
同
志
舎
の
動
向
、
替
官
僚

ら
の
圏
民
黛
へ
の
入
黛
な
乞
、
一
九
二
七
年
の
園
共
分
裂
後
に
蒋
介
石
を
軸
に

し
て
展
開
し
た
園
民
議
内
の
再
編
欣
況
が
解
説
さ
れ
る
。

つ
づ
い
て

ラ各
省
で
の
抗
争
ク
で
は
燕
介
石
、
滞
情
玉
群
、
閤
錫
山
、
李
宗
仁
、

白
崇
躍
ら
の
軍
人
、
さ
ら
に
は
在
精
街
、
胡
漢
民
を
含
む
黛
外
の
全
圏
的
な
レ

ベ
ル
の
抗
争
が
叙
述
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
こ
の
時
期
に
関
し
て
は
何
加
か
通
史

を
讃
ん
だ
が
、
本
書
の
叙
述
が
も
っ
と
も
簡
明
で
あ
り
著
者
の
深
い
皐
識
を
感

じ
た
。
複
雑
な
権
力
抗
争
の
大
筋
と
内
賓
が
ば
つ
と
つ
か
め
る
の
で
あ
る
。
著

者
は
蒋
介
石
が
こ
の
抗
争
に
勝
利
し
た
要
因
を
以
不
の
よ
う
に
分
析
す
る
。
。
第

一
に
、
責
捕
軍
校
以
来
の
子
飼
い
の
優
秀
な
軍
事
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
。
第

二
に
、
上
海
を
お
さ
え
資
金
が
潤
津
で
あ
っ
た
こ
と
。
第
一
-
一
に
、
蛍
面
の
紋
況

に
と
り
何
が
有
利
か
を
素
早
く
剣
断
し
、
た
く
み
な
政
略
を
行
使
し
て
散
を
一

つ
に
ま
と
ま
ら
せ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
。
そ
し
て
豊
富
な
資
金
を
買
枚
に

利
用
し
、
敵
制
到
す
る
諸
勢
力
の
う
え
に
ま
た
が
り
一
時
的
な
均
衡
を
つ
く
り
だ

す
と
。
著
者
は
こ
の
よ
う
な
舟
語
を
も
も
い
て
は
い
な
い
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
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る
e

「
ポ
ナ
パ
ル
テ
イ
ス
ト
」
で
あ
る
。
績
い
て
や
が
て
は
分
裂
さ
せ
各
箇
撃
破

し
た
と
P

さ
ら
に
こ
れ
ら
三
つ
の
要
素
を
つ
ら
ぬ
い
て
い
た
の
が
、
自
己
目
的

と
園
家
目
的
と
を
同
一
視
す
る
強
烈
な
精
神
態
度
で
あ
っ
た
と
。
著
者
は
、
こ

の
強
烈
な
精
神
態
度
は
園
内
統
一
に
有
利
で
あ
っ
た
が
、
最
後
に
は
倣
慢
と
な

り
、
一
九
四
九
年
に
は
弱
み
に
縛
じ
た
と
の
ベ
る
。

タ南
京
値
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
蝿
情
造
、
機
能
9

で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
南
京
政
府
を
構
成
し
た
軍
人
た
ち
は
自
己
勢
力
の
績
大
に
の
み
つ

と
め
園
家
目
的
を
し
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
内
で
は
分
裂
し
て
い
た
が
、

L

外
に

射
し
て
は
一
致
し
て
反
封
勢
力
を
抑
師
坐
し
た
。
そ
し
て
謹
制
の
脆
弱
さ
ゆ
え
に

地
主
と
資
本
家
を
同
化
し
よ
う
と
し
た
が
、
南
京
政
府
は
決
し
て
地
主
階
級
と

資
本
家
階
級
を
代
表
す
る
政
府
で
は
な
か
っ
た
と
。
な
ぜ
な
ら
地
主
た
ち
は
地

方
分
権
を
の
ぞ
ん
だ
が
南
京
は
中
央
集
権
化
を
求
め
た
。
ま
た
南
京
政
府
の
金

融
を
は
じ
め
と
す
る
企
業
活
動
へ
の
大
幅
な
介
入
は
、
南
京
政
府
が
企
業
家
を

監
督
し
た
の
で
あ
り
、
企
業
家
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
。
著
者
は
こ
れ
を
、
清
末
以
来
の
停
統
へ
の
復
蹄
(
宮
督

商
務
で
あ
ろ
う
|
|
北
村
〉
だ
と
い
う
(
一
六

O
頁〉。

。
園
民
黛
の
波
閥
。
の
項
で
は
、

C
C
圏
、
賀
補
系
、
藍
衣
祉
、
政
皐
系
の

各
波
が
要
領
よ
く
紹
介
さ
れ
る
。
そ
し
て
蒋
介
石
は
こ
れ
ら
各
滋
の
う
え
に
ま

た
が
り
均
衡
を
つ
く
り
だ
し
て
い
た
と
。
こ
れ
ま
た
ポ
ナ
パ
ル
テ
イ
ス
ト
の
本

領
設
揮
で
あ
る
。
さ
ら
に
藍
衣
祉
に
代
表
さ
れ
る
蒋
介
石
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の

傾
斜
が
分
析
さ
れ
、

F

蒋
介
石
の
儒
敬
重
視
は
決
し
て
復
古
主
義
で
は
な
く

4

新

し
い
歩
み
へ
の
全
園
民
共
通
の
精
紳
問
中
核
を
求
め
た
の
だ
と
の
べ
ら
れ
て
い

る
。
ち
ょ
う
ど
ナ
チ
ス
や
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
シ
ス
ト
が
古
典
主
義
(
ロ

l
マ

時
代
風
?
〉
に
精
神
的
中
核
を
求
め
た
よ
う
に
。

最
後
に
、
多
園
民
黛
僅
制
の
成
果
e
以
下
の
三
つ
の
項
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

論
が
展
開
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
南
京
園
民
政
府
の
最
大
の
功
績
は
、
・
園
土
の
分

裂
傾
向
に
歯
ど
め
を
か
け
た
こ
と
で
あ
る
と
(
一
四
七
頁
〉
。
そ
し
て
共
産
黛
の

長
征
を
這
跡
す
る
過
程
で
そ
の
支
配
は
各
地
に
浸
透
し
、
四
川
を
は
じ
め
と
し

て
経
済
的
影
響
を
績
大
さ
せ
、
最
大
の
成
果
と
L
で
一
九
三
六
年
に
は
南
京
に

制
到
す
る
一
大
敵
地
で
あ
っ
た
庚
東
を
も
手
に
い
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
。
し
か

し
蒋
介
石
は
軍
事
だ
け
に
た
よ
り
す
ぎ
、
中
園
の
生
産
カ
の
根
幹
で
あ
る
農
業

問
題
を
解
決
で
き
な
か
っ
た
こ
四
七
|
五
一
頁
〉
。
著
者
は
南
京
政
府
が
力

を
注
い
だ
工
業
を
中
心
と
す
る
経
済
建
設
に
は
高
い
評
債
を
輿
え
な
い
。
著
者

は
い
う
。
な
る
ほ
ど
南
京
政
府
は
短
期
開
の
し
か
も
困
難
な
獄
況
の
中
で
よ
く

や
っ
た
。
た
し
か
に
経
済
成
長
率
も
高
い
(
一
五
五
頁
〉
。
し
か
し
計
算
の
も

と
に
な
る
基
数
す
な
わ
ち
経
済
の
規
模
が
小
さ
い
の
で
相
封
的
な
生
長
率
の
高

さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
園
民
経
済
全
慢
に
到
す
る
意
味
は
小
さ
い
と
。
さ
ら
に
一

九
=
一
年
か
ら
一
九
三
六
年
ま
で
の
工
業
生
産
の
伸
び
率
は
一
定
し
て
お
り
、

南
京
政
府
が
存
在
し
な
く
て
も
経
済
は
褒
展
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
の
だ
と
ま
で

い
う
(
一
五
七
|
八
頁
〉
?

ま
た
一
九
三
一
年
の
賛
金
廃
止
や
一
九
三
五
年
の
通
貨
統
一
も
、
計
壷
と
貧

施
朕
況
隠
は
か
な
り
の
ズ
レ
が
あ
り
、
計
量
宜
ど
お
り
に
は
作
用
し
な
か
っ
た
と

の
ベ
る
三
五
六
頁
)
。

し
か
し
一
九
一
三
ハ
|
七
年
に
は
二
十
年
来
の
豊
作
と
い
う
農
業
好
況
、
一
九

三
五
年
末
の
銀
本
位
制
の
廃
止
に
よ
る
経
済
の
安
定
と
披
大
、
園
家
統
一
の
進

展
と
い
う
三
つ
の
要
因
に
よ
り
諸
問
介
石
の
権
威
は
高
ま
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が

。中
園
の
新
し
い
空
気
e

を
生
み
だ
し
た
が
、
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と

(
一
六
二

l
三
頁
)
。

著
者
は
結
論
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
(
二
ハ
五
|
七
頁
)
。
結
局
の
と
こ
ろ

南
京
圏
民
政
府
は
軍
事
力
の
上
に
築
か
れ
た
濁
裁
政
権
で
あ
り
、
人
民
と
一
僅
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化
し
て
い
な
か
っ
た
。
南
京
圏
民
政
府
は
そ
の
排
他
性
を
排
除
し
て
圏
内
諸
幽

檀
の
も
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
自
ら
の
中
に
と
り
い
れ
、
政
治
支
配
の
活
性
化
を

図
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
措
置
を
お
こ
た
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
農
業
問
題
の

未
解
決
が
そ
の
支
配
を
つ
ね
に
安
定
さ
せ
な
か
っ
た
の
だ
と
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
要
因
に
よ
っ
て
も
「
園
民
黛
の
支
配
睡
制
は
打
倒
さ
れ
る
も
の
と
し
て
運

命
づ
け
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
要
因
は
、
紹
え
ざ
る

不
安
定
が
績
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
」
と
結
ん
で
い
る
。

著
者
の
結
論
に
、
「
中
華
人
民
共
和
園
史
」
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
み
い
だ
す
の

は
、
筆
者
(
北
村
〉
の
み
で
あ
ろ
う
か
。
中
華
人
民
共
和
園
の
現
鐙
制
が
こ
れ

ら
の
問
題
の
解
決
に
員
向
う
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
、
停
え
ら
れ
る
と

お
り
で
は
あ
る
が
。

さ
て
い
よ
い
よ
第
十
四
章
の
シ
ュ
ラ
ム
論
文
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
毛
津
東
の

個
人
史
で
あ
り
、
各
章
が
内
容
的
に
連
関
し
て
展
開
す
る
本
書
の
中
で
は
、
ほ

と
ん
ど
濁
立
し
た
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
毛
深
東
が
中
園
の
近
現
代
史
に
限
り

な
い
影
響
を
奥
え
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
後
の
思
想
的
展
開
が
濁
立
し
て
と
り

あ
げ
ら
れ
る
の
は
賞
然
で
あ
ろ
う
。

シ
ュ
ラ
ム
氏
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
第
十
五
各
に
も
本
書
所
些
論
文
の
績
き

と
し
て
、
「
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
七
六
年
ま
で
の
毛
調
停
東
の
思
想
」
を
執
筆

し
て
い
る
(
す
で
に
脱
稿
ず
み
〉
。

昨
今
で
は
毛
津
東
は
過
去
の
人
と
な
っ
た
感
が
あ
る
。
一
九
七
八
年
十
二
月

の
中
園
共
産
黛
十
一
期
三
中
全
曾
に
よ
る
郵
小
卒
の
権
力
掌
握
以
来
、
毛
調
停
東

を
建
図
の
父
と
い
う
構
成
と
し
て
の
み
祭
り
あ
げ
、
そ
の
思
想
的
内
貧
の
方

は
、
こ
れ
を
い
か
に
現
慢
制
の
原
理
と
衝
突
し
な
い
よ
う
解
説
し
、
分
析
し
て

み
せ
る
か
が
、
中
園
共
産
黛
イ
デ
オ
ロ

1
グ
の
課
題
で
あ
る
。
一
九
八
一
年
以

降
、
『
毛
津
東
農
村
調
査
文
集
』
、
『
毛
津
東
書
信
選
集
』
、
『
毛
津
東
新
聞
工
作

文
選
』
、
『
毛
深
東
著
作
選
讃
』
、
『
毛
淳
一
東
詩
詞
選
』
、
『
毛
津
東
哲
拳
批
注
集
』

が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
政
治
的
、
社
舎
的
意
義
の
上
か
ら
は
、
毛
津
東

は
も
は
や
天
安
門
上
の
一
枚
の
潟
県
と
、
「
四
つ
の
原
則
」
〔
共
産
黛
支
配
維
持

の
た
め
の
金
科
玉
傑
〕
の
一
つ
で
あ
る
「
毛
深
東
思
想
の
堅
持
」
と
し
て
の
み

名
を
と
ど
め
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
紳
格
化
が
終
っ
た
今
こ
そ
、

毛
津
東
を
中
園
史
い
や
世
界
史
の
中
に
正
蛍
に
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

B
V
 

シ
ュ
ラ
ム
氏
は
一
九
六
六
年
に
渡
表
し
た
ミ

8
3
2
5
h
〔
邦
誇
、
石

川
忠
雄
・
卒
松
茂
雄
誇
『
毛
津
東
』
、
紀
伊
園
屋
書
庖
、
一
九
六
七
年
〕
以
来
、

日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
毛
津
東
研
究
の
世
界
的
構
成
で
あ
る
。
一
九
七
九
年

に
は
客
員
数
授
と
し
て
京
大
を
訪
れ
、
京
大
曾
館
で
講
演
を
し
て
い
る
。

シ
ュ
ラ
ム
氏
は
中
園
共
産
黛
が
毛
津
東
解
穆
を
も
て
あ
ま
し
た
時
期
〈
八
一

年
か
ら
八
三
年
頃
)
、
外
圏
(
西
洋
)
人
の
権
威
と
し
て
重
賓
が
ら
れ
、
何
度

も
ま
ね
か
れ
て
中
閣
を
訪
れ
た
。
そ
し
て
自
ら
の
研
究
成
果
を
中
園
語
で
講
演

し
、
中
園
側
の
毛
津
東
庭
理
〈
0
・
)
に
大
い
に
寄
興
し
た
。

昨
年
の
秋
、
中
共
中
央
文
献
研
究
室
の
研
究
者
三
名
が
京
都
を
訪
れ
た
。
小

生
の
勤
務
す
る
立
命
館
大
皐
で
も
竹
内
寅
氏
の
主
催
で
座
談
禽
が
聞
か
れ
た

が
、
そ
の
折
り
中
園
側
か
ら
し
き
り
に
シ
ュ
ラ
ム
氏
の
名
が
言
及
さ
れ
、
し
か

も
中
園
側
は
彼
を
ス
テ
ュ
ア
l
ト
と
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
i
ム
で
呼
ん
で
お
り
、
雨

者
の
親
密
さ
が
う
か
が
え
た
。

私
も
こ
れ
ま
で
何
度
も
毛
津
東
文
献
の
翻
誇
に
た
ず
さ
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、

毛
深
東
に
つ
い
て
は

一
際
の
イ
メ
ー
ジ
は
も
っ
て
い
た
。
今
回
シ
ュ
ラ
ム
論
文

を
諌
ん
で
感
じ
た
の
は
、
氏
が
最
新
の
資
料
を
駆
使
し
て
ま
こ
と
に
骨
量
な

、

「
毛
淳
一
衆
論
」
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
シ
ュ
ラ
ム
氏
が
依
援
す
る
最

新
の
資
料
に
は
、
竹
内
寅
監
修
『
毛
津
東
集
』
所
牧
の
も
の
が
多
い
。
〔
『
毛
調
停
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東
集
』
は
蒼
蒼
祉
刊
。
全
十
巻
及
び
補
巻
九
巻
及
び
著
作
年
表
、
一
九
八
六
年

完
〕
。
蒼
蒼
社
社
主
の
中
村
公
省
氏
は
昭
和
五
十
五
、
六
年
に
京
大
人
文
研
よ

り
『
毛
津
東
著
作
年
表
』
(
上
、
下
巻
〉
を
出
し
て
い
る
。
今
回
の
シ
品
ラ
ム

論
文
執
筆
に
あ
た
っ
て
も
新
出
の
資
料
を
提
供
し
た
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、

ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
第
十
三
巻
お
よ
び
第
十
五
巻
所
牧
の
シ
ュ
ラ
ム

論
文
を
合
わ
せ
て
ロ
ン
ド
ン
大
皐
よ
り
出
版
さ
れ
る
単
行
本
で
、
シ
ュ
ラ
ム
氏

が
感
謝
の
辞
を
呈
し
て
い
る
。

シ
ュ
ラ
ム
氏
は
、
政
治
昼
者
と
し
て
の
深
い
皐
識
の
上
に
多
く
の
新
し
い
事

責
を
綿
密
に
組
み
た
て
、
毛
津
東
を
世
界
史
の
普
遍
性
の
中
で
蹄
分
け
し
て
い

る
。
私
は
讃
み
は
じ
め
に
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
慎
重
な
(
少
々
回
り
く
ど

い
)
議
論
を
展
開
す
る
の
か
と
、
少
々
い
ら
だ
ち
を
舞
え
た
。
し
か
し
讃
み
す

す
む
に
つ
れ
、
地
図
に
昏
え
れ
ば
シ
ュ
ラ
ム
氏
は
卒
面
圃
を
描
こ
う
と
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、
凹
凸
の
あ
る
立
種
間
を
組
み
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と

気
が
つ
い
た
。
そ
う
な
る
と
、
あ
と
は
寅
に
面
白
く
讃
み
進
ん
だ
。

若
き
日
の
毛
津
東
の
あ
り
さ
ま
を
一
言
で
い
う
と
、
最
初
か
ら
外
界
を
呑
ん

で
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ろ
ん
な
も
の
を
大
臓
に
呑
み
こ
ん

で
は
阻
唱
し
、
自
ら
の
血
肉
を
作
っ
て
い
く
個
性
の
強
烈
な
人
物
で
あ
る
。
そ

し
て
大
獲
に
理
想
主
義
的
で
あ
る
か
と
思
え
ば
、
他
の
共
産
黛
員
に
率
先
し
て

園
民
黛
と
の
共
同
行
動
を
貧
践
す
る
な
ど
(
八

O
八
頁
)
、
そ
の
情
況
に
お
い

て
何
が
必
要
か
つ
有
数
か
を
す
ば
や
く
剣
断
し
、
直
ち
に
こ
れ
を
行
動
に
移
す

極
め
て
現
貸
主
義
的
な
人
物
で
も
あ
る
。

シ
ュ
ラ
ム
氏
は
慎
重
居
士
で
あ
り
、
毛
津
東
の
特
質
を
理
想
主
義
、
現
貧
主

義
、
強
烈
な
個
性
な
ど
と
単
純
に
類
型
化
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の

事
寅
は
氏
の
毛
津
東
分
析
を
諌
ん
で
い
け
ば
誰
し
も
思
い
蛍
る
こ
と
で
あ
る
。

私
の
考
え
で
は
、
こ
の
三
つ
の
要
素
は
そ
の
後
の
活
動
に
お
け
る
桂
と
な
り
、

十
二
分
に
そ
の
機
能
を
褒
揮
す
る
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
事
例
を
あ
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
西
安

事
件
後
の
園
民
黛
と
の
第
二
次
園
共
合
作
の
あ
と
、
一
九
三
八
年
の
十
月
に
は

毛
淳
東
は
再
び
薗
民
黛
へ
の
共
産
暗黙
員
の
個
人
加
入
を
提
案
し
、
園
民
黛
に
加

入
す
る
共
産
黛
員
の
名
簿
を
提
出
す
る
と
ま
で
明
言
し
た
。
第
一
次
圏
共
合
作

時
の
苦
い
経
験
か
ら
諸
問
介
石
は
こ
の
提
案
を
拒
紹
し
た
が
(
八
五
六
|
七
頁
〉
、

こ
の
事
寅
な
ど
は
統
一
戦
線
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
、
面
子
に
こ
だ
わ
ら
ず
何
と
か

し
て
確
保
し
よ
う
と
す
る
現
寅
主
義
者
毛
津
東
の
面
目
躍
如
で
あ
る
。

毛
津
東
の
理
想
主
義
の
最
た
る
も
の
は
文
化
大
革
命
で
あ
る
が
、
こ
の
ヒ
ナ

型
は
一
九
三

0
年
代
初
期
の
瑞
金
ソ
ビ
エ
ト
で
の
、
毛
津
東
に
よ
る
査
団
運
動

の
推
進
と
し
て
出
現
し
て
い
た
。
シ
ュ
ラ
ム
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

〈
八
一
ニ
二
|
三
頁
〉
。
「
:
:
地
主
や
富
農
と
い
う
停
統
的
な
権
威
を
輿
え
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
文
字
を
知
り
割
問
設
が
巧
み
で
あ
る
と
い
う
有
利
な
僚
件
か
ら
、

毛
淳
東
は
こ
れ
ら
の
か
つ
て
の
特
権
階
級
は
財
産
構
造
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

愛
化
(
土
地
改
革
の
こ
と
|
北
村
〉
が
起
ろ
う
と
も
、
ど
の
み
ち
農
民
組
織
の

中
で
権
威
あ
る
地
位
に
も
ど
る
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
と
い
う
確
信
を
得
た
ρ

こ
の
よ
う
な
、
事
態
の
隠
さ
れ
た
奮
秩
序
へ
の
復
舗
を
阻
止
す
る
唯
一
の
方
法

は
、
農
民
を
草
の
根
レ
ベ
ル
で
常
に
揺
り
動
か
し
、
彼
ら
に
自
信
を
も
た
せ
、

今
後
は
祉
禽
の
主
人
で
あ
る
と
い
う
確
信
を
根
づ
か
せ
る
た
め
に
、
貧
し
い
農

民
を
か
つ
て
の
抑
歴
者
に
劃
す
る
闘
い
に
向
わ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
:
:
:
。
」

こ
の
下
り
を
讃
ん
で
、
私
は
な
ぜ
文
革
中
に
貧
農
・
下
層
中
農
協
舎
な
ど
が
成

立
し
た
の
か
、
ま
た
階
級
闘
争
は
一
高
年
も
つ
づ
く
な
ど
と
毛
津
東
が
褒
言
し

た
の
か
が
、
は
っ
き
り
と
理
解
で
き
た
。
そ
し
て
、
今
日
の
都
小
卒
僅
制
下

に
、
人
民
公
社
解
睡
後
に
導
入
さ
れ
た
土
地
の
請
負
い
制
度
の
も
と
で
、
や
は

り
か
つ
て
の
地
主
、
富
島
肢
の
一
一
族
が
経
営
面
で
手
腕
を
褒
揮
す
る
こ
と
が
多
い
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と
い
う
事
貨
を
知
る
と
、
事
の
是
非
は
と
も
か
く
、
毛
津
東
が
文
革
で
意
聞
し

た
理
想
主
義
が
「
正
鵠
を
え
た
理
想
主
義
」
で
あ
っ
た
と
つ
く
づ
く
感
じ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

シ
ュ
ラ
ム
氏
は
こ
の
ほ
か
、
毛
海
東
の
思
想
の
特
徴
で
あ
る
大
衆
路
線
、
す

な
わ
ち
大
衆
の
中
か
ら
意
見
を
集
約
し
て
燃
が
こ
れ
を
兵
鐙
化
し
、
さ
ら
に
大

衆
の
中
で
賞
践
に
移
し
て
こ
れ
を
検
設
す
る
工
作
方
法
の
成
立
過
程
と
そ
の
賃

値
〈
八
一
一
一
|
二
頁
)
、
毛
浮
東
の
思
想
の
代
表
的
哲
皐
で
あ
る
矛
盾
論
と
質

践
論
の
成
立
過
程
の
詳
し
い
検
詮
(
八
三
七
|
四
二
頁
)
、
さ
ら
に
は
マ
ル
ク

ス
主
義
の
「
中
園
化
」
、
す
な
わ
ち
毛
津
東
思
想
と
い
う
思
想
的
ワ
ク
組
み
の

成
立
過
程
(
八
四
五
九
頁
)
な
ど
を
詳
し
く
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
中
肇
人
民
共
和
園
成
立
後
に
出
現
す
る
事
態
の
基
礎
を
な
し
て
お
り
、

シ
ュ
ラ
ム
論
文
は
、
と
り
わ
け
中
園
現
代
史
研
究
を
志
す
も
の
に
は
必
誌
の
文

献
で
あ
る
。

シ
ュ
ラ
ム
氏
が

「結
論
」
の
表
題
を

「人
民
民
主
的
な
近
代
的
濁
裁
」
と
銘

う
っ
て
い
る
の
は
、
中
華
人
民
共
和
園
成
立
後
に
出
現
す
る
事
態
を
端
的
に
示

唆
す
る
も
の
で
あ
り
甚
だ
興
味
ぷ
か
い
。
シ
ュ
ラ
ム
氏
は
本
文
中
の
「
結
論
」

部
分
に
お
い
て
の
み
、
全
円
再
三
常
任
否
(
中
園
諾
の
専
政
、
日
本
語
の
濁
裁
に

制
割
前
服
す
る
〉
で
は
な
く
、
よ
り
大
き
な
個
人
的
権
力
集
中
を
示
唆
す
る
た
め
、

2
2
n
g門
司
(
中
園
語
の
濁
裁
に
封
悠
す
る
。
日
本
語
で
は
通
常
は
、
専
制
と

均
一
押
す
〉
を
使
っ
て
い
る
。
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
:
:
一
九
四

0
年

代
の
後
半
に
な
り
全
図
的
な
勝
利
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
す
で
に
み
た
と
お
り
毛

調
停
東
は
、
あ
き
ら
か
に
マ
ル

ク
ス
主
義
的
な
考
え
、
す
な
わ
ち
都
市
と
労
働
者

階
級
に
よ
る
指
導
の
必
要
、
お
よ
び
中
園
の
枇
舎
と
文
化
を
獲
草
す
る
う
え
で

工
業
化
が
は
た
す
中
心
的
役
割
を
、
一
一
層
獲
高
に
強
調
し
は
じ
め
た
。
し
か
し

「
封
建
」
文
化
は
本
山
富
に
駿
紹
で
き
る
の
か
。
ま
た
黛
は
、
た
と
え
情
け
深
く

は
あ
る
に
せ
よ
「
濁
裁
者
」

(ω
5
2
3
C
の
指
将
の
も
と
で
、
本
省
に
改
革
を

遂
行
し
て
よ
り
民
主
的
な
作
風
を
獲
得
で
き
る
の
か
。
毛
淳
東
が
一
九
四
九
年

に
樹
立
し
た
よ
う
な

「人
民
民
主
濁
裁
」
は
、
た
と
え
そ
れ
が
惇
統
的
な
政
治

文
化
に
お
け
る
深
い
第
革
を
含
む
も
の
で
あ
れ
、
本
省
に
近
代
化
を
寅
現
で
き

る
の
か
。
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
形
態
の
腫
制
は
最
終
的
に
は
そ
の
内
貧
を
腐

敗
さ
せ
、
ゆ
が
ん
だ
も
の
に
な
る
の
か
。
こ
れ
は
一
九
四
九
年
に
毛
津
東
が
勝

利
し
た
と
き
、
そ
の
政
治
綱
領
の
上
に
あ
き
ら
か
に
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て

い
た
問
題
で
あ
っ
た
」
。

以
上
の
文
章
は
シ
ュ
ラ
ム
論
文
の
締
め
括
り
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
円

U
R
H

遣

~v・

ミ
nr叫
鳥
図
止
。
ミ
ミ
の
ど
ま
の
近
代
史
部
分
の
最
後
に
置
か
れ
る
も
の
と

し
て
、
同
県
に
嘗
を
得
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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